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　■　開 催 趣 旨

　海洋関連産業、漁業、レクリエーション、文化等、神奈川県は日本でも海とのかかわり合い
が非常に強い地域ですが、一般市民の海洋リテラシー（海と人・社会が相互に影響を及ぼすこ
とについての理解）は必ずしも高くありません。これまでの日本においては、官民学とも水産
や港湾・海浜管理、海運、環境等の分野ごとで縦割り的なものが多く、また、市民が海に親し
むような取り組みはあまり行われてきていませんでした。一方で、総合的海洋管理を謳う海洋
基本法成立後 6 年を経た今、地方自治体も新たな海に関する取り組みを展開しようとする機運
が見られますが、県内で様々な団体が実施している子どもや一般市民に海と親しむ場を提供す
る試みは、あまり広く認知されていません。
　そこで、海洋リテラシーの向上が及ぼす影響や期待される効果、一般市民が海に親しむ場の
具体的な事例とその効果、海を活かした観光振興やまちづくりなどの参考となる情報を事例報
告とパネルディスカッションを通じて広く提供する機会として、本シンポジウムを開催させて
いただきます。

　■　シンポジウム・シリーズ「横浜から海洋文化を育む」について

　本学では、統合的海洋教育・研究センター設立以前の 2006 年より、シンポジウム・シリーズ「横
浜から海洋文化を育む」を開催して参りました。開催時期とテーマは下記のとおりで、今回で
11 回目を迎えます。
　今後も、市民の皆様に最新の海洋研究の話題や海洋について考える機会を提供して参ります。

　第 1 回 （2006 年  7 月） 「新たな海の世界に向けて」
　第 2 回 （2006 年 11 月） 「東京湾の利用と環境を考える」
　第 3 回 （2007 年  4 月） 「対立と協調の海」　　　　
　第 4 回 （2007 年 11 月）  統合的海洋教育・研究センター設立記念シンポジウム
　第 5 回 （2008 年  3 月） 「統合的海洋教育の将来・国際シンポジウム」

　　 （於：パンパシフィックホテル横浜）
　第 6 回 （2008 年 12 月） 「東京湾を知る、守る、利用する」
　第 7 回 （2009 年 11 月） 「海の不思議を探る」
　第 8 回 （2010 年 11 月） 「環太平洋の海洋問題」（APEC 横浜開催・よこはま開港塾）
　第 9 回 （2011 年 11 月） 「知られざる横浜の安心・安全の最前線」
　第 10 回（2012 年 12 月） 「東京湾・相模湾における津波災害と沿岸防災」
　第 11 回（2013 年 12 月） 「かながわの海洋教育のこれから」
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　■　プ ロ グ ラ ム

　○ 開会挨拶　　　　横浜国立大学長　鈴木 邦雄
（13:30 〜 13:40）

　○ 基調講演
　「海洋教育への期待とこれから」
　　 　　窪川 かおる ／東京大学 海洋教育促進研究センター 特任教授
　　　（13:40 〜 14:20）
　○ 事例紹介
　　①「子供を対象とした海辺におけるウォーターセーフティープログラム事例について」
　　　　　風間 隆宏 ／特定非営利活動法人西浜サーフライフセービングクラブ 理事
　　　（14:20 〜 14:40）

＝＝＝＝＝　休　憩　（14:40 － 14:50）　＝＝＝＝＝
　　②「市民参加の沿岸環境保全活動について」
　　　　　工藤 孝浩 ／神奈川県水産技術センター 主任研究員
　　　（14:50 〜 15: 05）
　　③「海苔づくり体験学習について」
　　　　　石田 猛 ／特定非営利活動法人ともに浜をつくる会 理事長
　　　（15: 05 〜 15:20）
　　④「海を学び、海に親しむ場づくりについて」
　　　　　山本 真土 ／真鶴町立遠藤貝類博物館 学芸員
　　　（15:20 〜 15:35）
　　⑤「横浜国立大学の海洋教育のこれからについて」
　　　　　水井 涼太 ／横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 特任教員
　　　（15:35 〜 15:50）

＝＝＝＝＝　休　憩　（15:50 〜 16:10）　＝＝＝＝＝
　○ パネルディスカッション
　　「かながわの海洋教育これから」

パネリスト　 　　　 講師５名（窪川かおる、風間隆宏、工藤孝浩、石田猛、山本真土）
コーディネーター　　水井 涼太／横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 特任教員

　　　（16:10 〜 17:20）
　○ 閉会挨拶　　　　横浜国立大学統合的海洋教育・研究センター長　　松田 裕之

司会：村井 基彦 ／横浜国立大学大学院 環境情報研究院 准教授

      　　 　　　　　※ 交流・懇親会　（17:45 ～ ）詳細は別途ご案内いたします。
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講師：窪川 かおる（くぼかわ かおる）

講師：風間 隆宏（かざま たかひろ）

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター／大学院理学系研究科三崎臨海実験所

NPO 法人西浜サーフライフセービングクラブ　理事／ NPO 法人日本ライフセービング協会　溺水事故防止プロジェクト　副本部長

略歴：早稲田大学大学院理工学研究科博士課程を修了後，同大学常勤嘱託職員．1991 年東京大学海洋研究所（現大気海洋
研究所）助手となり，2010 年同研究所先端海洋システム研究センター教授で退職．同大学理学系研究科附属臨海実験所特
任研究員を経て，東京大学海洋アライアンス海洋促進研究センター特任教授．専門は、海洋生物学，進化内分泌学．男女共
同参画活動にも従事．
研究内容：魚類から哺乳類までさまざまな動物の生殖内分泌を比較研究していたが，1995 年から脊椎動物への進化の要と
なるナメクジウオの研究者となる．研究船を利用した生態調査をはじめ，ナメクジウオと関われば何でも興味がある．多様
な分野の海洋科学者との出会いは，海洋の総合的理解の増進の仕事に進むきっかけとなり，現在は海洋教育の普及を目指し
ている．

【著書】
「ナメクジウオ」安井金也，窪川かおる（東京大学出版会）2005
「海のプロフェッショナル -　海洋学への招待状」女性海洋研究者チーム，窪川かおる（東海大学出版会）2010
「海のプロフェショナル（２）楽しい海の世界への扉」海洋女性チーム，窪川かおる（東海大学出版会）2013

ライフセービング活動は，1994 年から開始し 20 年の経験を有している．海岸でのパトロールを始め，講習会での指導，ジュ
ニアプログラム，競技会参加，クラブ運営など LS に関わる多岐に渡る活動に従事．近年は LS に関わる調査研究も行い，国
際学会でも発表を行っている．
・日本ライフセービング協会公認インストラクター．
・日本ライフセービング協会のライフセーバーアワード受賞 (2012 年 )． 
本職はデンマーク水理環境研究所に勤務し，洪水や津波のハザードマップ作成支援などを行っている．藤沢在住．

■講師およびパネリスト等のプロフィール

講師：工藤 孝浩（くどう たかひろ）
神奈川県水産技術センター　主任研究員

1962 年誕生以来ずっと横浜に暮らす。東京水産大学（現、東京海洋大学）卒業後神奈川県に就職し、２度の県庁勤務を経
て 1994 年から現所属。学生時代から東京湾に潜って研究を続ける一方、山下公園前の海底清掃や海・川・森の活動団体のネッ
トワークづくり、海の環境教育を実践する。魚の視点から地元ヨコハマのヒトとマチを見つめる研究者。2000 年から多様
なセクターとの協働による東京湾のアマモ場再生事業に取り組む。

【著書】
「さかなクンの東京湾生きもの図鑑」（監修）、2013 年、講談社
「東京湾−人と自然のかかわりの再生−」（分担執筆）、2010 年、恒星社厚生閣
「江戸前の魚喰いねぇ　豊穣の海東京湾」（分担執筆）、2010 年、東京新聞
「市民参加による浅場の順応的管理」（分担執筆）、2009 年、恒星社厚生閣
「ハマの海づくり」（海をつくる会編・工藤責任編集）、2006 年、成山堂書店　
「水産業における水圏環境保全と修復機能」（分担執筆）、2002 年、恒星社厚生閣
「アオサの利用と環境修復（改訂版）」（分担執筆）、2001 年、成山堂書店
「東京湾の生物誌」（分担執筆）、1997 年、築地書館
「横浜・野島の海と生きものたち」（海をつくる会編・工藤責任編集）、1995 年、八月書館
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講師：石田 猛（いしだ たけし）
ＮＰＯ法人ともに浜をつくる会　　理事長／ＮＰＯ法人横浜国際ボランティア協会　理事長

1930 年横浜市中区本牧原に漁業家系の長男として出生。 1943 年本牧にて漁業 ( 主に海苔養殖 ) に従事、1964 年埋め立
てにより転業。神中工業株式会社（総合建築設備業）を設立、代表取締役社長に就任。 1995 年横浜国際ボランティア協会
を設立。会長としてタイへの支援活動を開始。 2004 年ＮＰＯ法人横浜国際ボランティア協会、県より認可される。 2006
年ＮＰＯ法人ともに浜をつくる会を設立。水質浄化、自然環境改善再生を願い、浜辺の再生を推進中。 2007 年神中工業株
式会社　代表取締役会長に就任。タイ国内に 10 校の小学校舎を新設した功績によりタイ国首相より日本の団体初の教育貢
献者賞を受賞。横浜の小学生を対照に、自然環境の大切さを学ぶ「海苔づくり体験学習」を開始、実施中。三井物産環境基
金助成事業。 2011 年震災復興の為、気仙沼市大島地区の養殖漁業復興と島民生活再生の為、三井物産環境基金助成とあわせ、
ハード・ソフト両面の支援活動を推進中。

講師：山本 真土（やまもと まさと）

講師：水井 涼太（みずい りょうた）

真鶴町立遠藤貝類博物館　学芸員

横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター　特任教員（講師）

2004 年琉球大学理学部海洋自然科学科卒業。2006 年横浜国立大学大学院教育学研究科修了。2006 年から環境コンサル
タント系企業にて勤務し、2011 年 4 月より現職。
遠藤貝類博物館教育普及事業である「海の学校」では、真鶴町に学校遠足等で訪問する生徒たちに、海の生物や海岸の自然
について、年間 2000 人ほどを指導する。また NPO や真鶴町の海のステークホルダーと連携し「海のミュージアム」という、
一般市民参加型イベントを開催し、海を学び、海に親しむ場を提供している。

2001 年横浜国立大学教育学部卒業。2003 年横浜国立大学大学院環境情報学府博士課程前期修了。（独）海洋研究開発機構
（JAMSTEC）勤務を経て、2010 年横浜国立大学博士課程で博士号（環境学）を取得。専門は海洋生物学（棘皮動物ウミ
シダ類の分布生態）。横浜国立大学研究員として従事したのち、大学発ベンチャーとして、2011 年特定非営利活動法人ディ
スカバーブルー設立、代表理事就任。神奈川県内で、小学校への出前授業や一般市民・各種団体向けの観察会などを通し、
年間 1,000 人以上の「人」と「海」をつなぐかけ橋としての活動を行う。2013 年 5 月より現職。
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基調講演

「海洋教育への期待とこれから」
窪川 かおる 東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター

大学院理学系研究科三崎臨海実験所
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講演資料（1）

「子供を対象とした海辺におけるウォーター
セーフティープログラム事例について」
風間 隆宏 NPO 法人西浜サーフライフセービングクラブ　理事

NPO 法人日本ライフセービング協会　溺水事故防止プロジェクト　副本部長
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講演資料（2）

「市民参加の沿岸環境保全活動について」

工藤 孝浩 神奈川県水産技術センター　主任研究員
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講演資料（3）

「海苔づくり体験学習について」
石田　猛 ＮＰＯ法人ともに浜をつくる会　　理事長

ＮＰＯ法人横浜国際ボランティア協会　理事長
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講演資料（4）

「海を学び、海に親しむ場づくりについて」

山本 真土 真鶴町立遠藤貝類博物館　学芸員
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講演資料（5）

「横浜国立大学の海洋教育のこれからについて」

水井 涼太 横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター　特任教員（講師）
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